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子どもの視点を取り入れたスタートカリキュラムの開発
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The purpose of this study is to develop the start curriculum from the children's views. The author interviews the children 
as they are before and after entering elementary school. The curriculum is based on The Guide of Sendai-city the Start 
Curriculum by Sendai-city Start Curriculum Organization. As a result， the study shows that， for development of the start 
cuπiculum， itis important to make a similar class schedule to their past lifestyle in Kindergarten such as Physics for the 
moming class， followed by plays， etc. In addition， the study makes a clear essential point that teachers must know the 
difference between Kindergarten systems and those of elementary schools， when they忽udechildren inside血ecampus. The 
Start Curriculum仕omchildren's views is referred to this result 
本研究は，就学前後の子どもへの縦断的なインタビューを行い，子どもの視点からスタートカリキュラムを開発するこ
とを目的とした。その際，検討の材料として，仙台市スタートカリキュラム検討委員会によって作成された「仙台市スター
トカリキュラム作成の指針jを基にした。その結果， 1時校目には体育を行つこと， 2時校目には初めに手遊び、や歌を行
うことなど，幼稚園での生活の流れに近い形で授業を進めて行くこと，さらに， I学校たんけんjでのトイレなどの使用
を説明する時は教師が幼稚園との違いを把握して説明することなどが重要点として明らかになった。この結果を採用し，
新たに子どもの視点を取り入れたスタートカリキュラムを作成した。
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1 .問題の所在と研究目的
近年，幼稚園から小学校への移行において，小学校に
入学したての 1年生が学校の集団行動に慣れることが出
来ず，授業中に歩いたり歌いだしたりする児童が見受け
られる 1)。このような問題行動は，大阪府人権教育研究
議会が「小 lプロブレムjと呼び， 1998年から「小 lプ
ロブレムjに関する研究を続けている 2)。このような
「小 lプロブレム」の対策のーっとしては，幼児教育と
小学校教育との連携教育が必要とされ，様々な研究によっ
て以前から指摘されている 3) 4) 5)。しかし，これらの連
携のすべてが本質的な連携教育として十分に実現されて
いるとは言いがたく，真に幼小連携を進めていくことが
問われているO
岸野・武藤 (2007)は，真の幼小連携を進めていく上
では，幼児教育と小学校教育が相互の保育・授業の理念
と方法に理解を進め，幼児教育の成果を小学校教育に生
かし，また小学校への展望を持って幼児のカリキュラム
を見直す必要があるとしている 6)。その際，幼稚園との
一貫性・連続性を持たせるための教科としては， 1989年
の『小学校学習指導要領.1")で導入された生活科を中心
に円滑な連続を考えていくことが必要である O 実際に，
藤田 (2006)は幼小連携における生活科の役割について，
小学校教師に質問紙調査を行い，幼児教育から小学校教
育への円滑な移行を支える教科として生活科が重要であ
ると捉えられていることを明らかにしている 8)0 2008年
6月，丈部科学省は『小学校学習指導要領解説.生活編』
を発行し，第一章の「総説」の 13.改訂の要点」にお
いて「幼児教育との接続の観点から，幼児と触れ合うな
どの交流活動や他教科との関連を図る指導は引き続き重
要であり，特に，学校生活への適応が図れるように第1
学年入学当初のカリキュラムをスタートカリキュラムと
して改善することとしたjとして，幼児教育とのさらな
る円滑な接続のためにスタートカリキュラムを実施する
ことが示された 9)。
ところで，仙台市では， 2008年7月に仙台市小学校教
育研究会生活科・総合学習研究部会が「スタカリつくっ
ちゃおプロジェクトjを発足し 試案作りを行った。そ
して， 2009年6月に仙台市教育委員会が「仙台市スター
トカリキュラム検討委員会」を発足させ， 2010年2月に
「仙台市スタートカリキュラム作成の指針」を作成する
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という，全国的にも先導的な実践研究に着手した。この
中の「スタートカリキュラム作成の流れ」では，現行の
1年生の指導計画を，児童の学習状況や反応をもとに検
討し，スタートカリキュラムとしての改善点を明確にす
ることの必要性が述べられている O つまり， I仙台市ス
タートカリキュラム作成の指針」では，児童の学習状況
や反応を基に作成すること，児童の心身の発達段階や特
牲を把握することが指摘されており，実際に移行する子
ども 10) の声や実態を基にスタートカリキュラムを作成
することとしているのである。
そこで小論では，就学前後の子どもへの縦断的なイン
タピューを行い，実際の幼児や児童が発した言葉と照ら
し合わせながら，仙台市スタートカリキュラム検討委員
会によって作成された「仙台市スタートカリキュラム作
成の指針jを手がかりとして，子どもの視点からのスター
トカリキュラムを作成することを目的とするO
2.スタートカリキュラム作成の手順
スタートカリキュラムを作成するにあたっての意義や
意味，スタートカリキュラム作成の手順や効呆的に進め
るための方法，実践例，理論について仙台市スタートカ
リキュラム作成の指針では，わかりやすく示されている
ので，これを手がかりとして以下では作成の手順につい
て見てみたい。
まずはじめに，前提となることとして，仙台市スター
トカリキュラム検討委員会は，スタートカリキュラム作
成に関する基本的事項を持つことと，スタートカリキュ
ラム作成のための組織と日程が必要であるとしている。
そして，ステップ1として，現在実施中の 1年生の指導
計画を，児童の学習状況や反応をもとに検討し，スター
トカリキュラムとしての改善点を明確にすること，児童
の心身の発達の段階や特性を把握することを示している。
また，保護者・保育者へのアンケートはもちろんのこと，
子どもの実態を保育者が把握し 小学校の教師へ引き継
ぐことが示されている O しかし，ここでは，小論で、取り
上げようとする子どもの声から，どのようなことに不安
を感じ，期待を持っているのかを明記するような点など
については，指摘されていない。
ステップ 2 としては，後述する視点 A~E を基に入学
してくる児童の実態を想定し，入学当初に身に付けさせ
たい力や学習習慣，生活習慣を具体的に想定するとして
いる O
視点Aは「在籍児童の実態」であるが，その内容を
「これまでの経験から，一年生の4月ってこうだよね…J
などと示している O つまり，これは，小学校の教師がこ
れまでの経験から一年生の4月を捉えることといえよう。
次に，視点Bは「就学時健康診断時の観察jであるが，
その内容を「就学時健康診断の時にはこんな様子だ、った
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ね…Jと示している O これも先ほどの視点 Aと同様，
小学校教師がこれまでの経験を振り返ることにとどまっ
ているといえよう O
すなわち，これらは，教師が児童の実態を観察し把握
したものであり，児童の実際の声を拾っているわけで、は
ないのである O
そして，視点 Cは「連絡会で得た情報」であるが，
その内容を「幼稚園や保育所からは，こんな情報が来て
いるね…」と示している O 具体的には，幼稚園でみる幼
児の姿や評価と，小学校で見る児童の姿や評価との違い
を理解して連絡会を行うこと，保育所での児童に対する
配慮を具体的に伝え，小学校でも参考になるような情報
を伝えていくことを挙げている O
さらに，視点Dは「保護者アンケートjであるが，
その内容を「保護者へのアンケートの結果からは，こん
なことがわかるね…jと示しているO ここでの具体的な
内容については，アンケートによって保護者がもってい
る学校や子どもへの期待などについて把握することが述
べられている。最後に，視点Eは「マスコミ等の論調
など」であるが，その内容を「最近の社会全体の傾向と
しては，こんなことが言われているけれど…」と示して
いる。つまり，マスコミやインターネットを使用し，様々
な情報を集めることによって 杜会全体の傾向を把握し
ているのである。
ステップ3は，先ほどの視点から見た様々な実態から
想定した力や習慣についての優先度を明確にし，入学当
初に，重点的に身に付けさせたいものを絞り込む。そし
て，身に付けさせたい力や習慣を定着させるまでの時期
を明確にして， 4週日くらいまでの見通しをもつことと
している。
ステップ4は，以下の4つの内容についての実施を示
している O すなわち， 1つ目は， 1ヶ月間分の学校行事
を日程表に位置付けること。 2つ目は，週ごとのねらい
(テーマ)を設定すること o 3つ目は， 1日の活動(学
習)の流れを考えること。 4つ目は，各教科等の指導内
容相互の関連や合科的・関連的な指導に配慮して授業時
間数を配当することである O
最後に，ステップ5として，ねらいの達成に向け，個々
の指導内容を確実に身に付けさせるための工夫をし，授
業を実施するとしている。以上の手順を踏み，スタート
カリキュラムを作成することが出来るとしているのであ
る。
しかし，先ほどのステップ1やステップ2，とりわけ，
視点Aや視点Bで述べたように，このスタートカリキュ
ラムは保育者から見た幼児の実態や教師から見た児童の
実態を基に作成されたものであり，実際に移行している
子どもの声を反映させているとは言えないものであるO
そこで，小論で、は，ここで示されている「スタートカ
子どもの視点を取り入れたスタートカリキユラムの開発
リキュラム作成のポイント」を手がかりとして，子ども
の声を反映させたスタートカリキュラムを作成したい。
そのため，兵庫K幼稚園と兵庫K小学校の幼児と児童
へインタピューを行い，それら子ども達の芦を取り上げ，
子どもの視点からスタートカリキュラムを作成する。
3.研究方法
3. 1.調査対象と手続き
兵庫K幼稚園の幼児15名(男児9名，女児6名)に
ついて，小学校に入学後も同じ対象にインタピュー調査
を実施した。その際，男女比.1中の良い友達であること，
積極的に会話が出来る幼児であることなどを考慮に入れ
て参加する幼児たちの推薦を依頼した。なお，インタピュー
では，緊張しないように2人1組で絵を描いたり，話を
しながら，インタピューアーと対面する形でインタピ、ュー
を行った。そして，これらのインタビューから得られた
子どもの芦を基にスタートカリキュラムを作成する O
3. 2.質問項目
インタピ、ューは，児童の会話が弾むように，予め質問
項目を用意し，その質問に沿ってより詳しく聞き出して
いくという形で行う，半構造化インタピューとした。
なお，質問項目は. Sandersら (2005)の質問項目(日)
と進野・小林 (2000)の質問項目(12) を参考に，以下の
13項目で質問をした。
表1 幼児への質問項目
〈幼児へのインタピュー 〉
(1) お名前を教えてくれますか?
(2) 今はいくつですか?
(3) 幼稚園か小学校にきょうだいはいますか?
(4) 自分が幼稚園で何かしているところの絵を描いてくれな
いかな?
(5) 幼稚園で毎日していることは何ですか?
(6) 幼稚園で何をするのが一番好きですか?
(7) 逆に幼稚園で何か苦手なこととか，嫌いなことはあるか
な?
(8) もうじき小学校に入学するけれど，小学校ってどんなと
ころだと思う?
(9) 勉強するってどんなことだと思う?
。 小学校に入ったらどんなことしたい?
。1) 小学校に入ることで何か心配なこととかはない?
間早く一年生になりたいですか?
間 どんな一年生になりたい?
表2 児童への質問項目
〈児童へのインタビュー 〉
(1) お名前を教えてくれますか?
(2) 今はいくつですか?
(3) 幼稚園か小学校にきょうだいはいますか?
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(4) 自分が小学校で何かしているところの絵を描いてくれな
いかな?
(5) 小学校で毎日していることは何ですか?
(6) 小学校で何をするのが一番好きですか?
(7) 逆に小学校で何か苦手なこととか，嫌いなことはあるか
な?
(8) 幼稚園の時は小学校ってどんなところだと思っていた?
(9) その小学校のイメージと同じだった?
(10) 振り返ってみて幼稚園ってどんなところだった?
(1D 小学生になる前はどんなことが不安だった?
(12) 小学校は，幼稚園と比べて何か違うところはありますか?
(13) 幼稚園と似ているところはありますか?
4.結果と考察
4. 1.遊びを通した人間関係作り
仙台市のスタートカリキュラム作成のポイントを見て
みると，第1週日の 1校時目は，学年合同で音楽の時間
として，歌と手遊び、にしている O これは，幼児教育から
の連続性に配慮し，幼児教育でなじんだ活動を取り入れ
ることで，安心感が生まれるためとしている。この取り
組みは，幼児教育と小学校の教科を繋げていく上で大切
なことであろう。また，毎日学年での活動場所に集まる
ようにすることで，友達づくりに対する不安を解消させ
ることが出来るともしている。
実際，今回のインタピューでも，兵庫 K幼稚園の幼
児に表1の (ll)の質問をしたところ.r喧嘩とかしな
いかなーとか。Jrいじめられる。Jrお友達ができないと
か，その勇気がない。Jr 5人くらいに殴られるかも。J
「仲良くできないかも。jといった「知らない人への不安」
を述べている回答が最も多く見られる。つまり，幼児は
「知らない人jへの不安を多く抱いて，小学校に入学し
てきているのである。
また，小学校入学後に児童に表2の (ll)の質問をし
たところ，以下のように回答している O
「あ、僕も O 家の近くにあまり友達おらへんから。友
達があまりおらへんねん。 2組しかよーおらへんねん。
だから. 2組全員離れてもうたから，だから，友達がど
んなんかなーって思ってん。 00ちゃんが一緒のクラス
になってよかった。」
この児童の所属しているクラスは. 3組であったが，
今でも 3組には友達がおらず，友達は全員 2組に離れて
しまったようである O また，家の近くの児童と交流を図
ろうとしたが，同じクラスに家が近い児童がいなかった
ようで，今でも同じクラスの児童とのコミュニケーショ
ンがとれていない。このような不安の継続があることか
ら，入学当初に知らない人への不安を早めに取り除くこ
とが重要で、あるといえ. 1校時目には，幼児教育からの
連続性に配慮しながらも，さらに友達との和が広げられ
るような設定が必要であるといえよう O
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しかし，兵庫 K幼稚園の幼児は，このような音楽や
手遊びの活動よりも，体を使った遊びを期待しているよ
うである O 幼児に表 1の(10) の質問をしたところ，
「勉強jに関することを答えた幼児は4回答であったが，
「身体的活動」を答えた幼児は11回答であった。「身体的
活動」の内容としては， I滑り台，縄跳び，キックベー
ス，サッカー，ジャングlレジム」であった。このことか
ら，歌・手遊びの音楽を l校時目にもってくるのではな
く，小学校学習指要領 (2008)で IE.ゲームjや IF.
表現リズム遊びjを行うことが示されている体育(13)を
1校時目にもってくることがよりよいといえよう。幼稚
園での時間の流れを考慮しでも この方法が良いともい
える O
つまり，幼稚園での保育活動の流れは，朝に幼稚園に
登校してから自由遊びが始まり，設定保育へと繋がって
行くのであるO このことからも 幼稚園と同じリズムで
スムーズに活動を展開していくことが出来るといえる。
そして，幼稚園で行ってきたように，鬼ごっこやルール
のある遊びなどで夢中になって遊ぶことによって，人と
出会い，人間関係を深めていくことが出来るのであ
る。(14) 実際に，保育園や幼稚園などでは，このような
実践を数多く行っている。(15) (日)
さらに，設定保育では，保育者の話に興味を持たせた
りする目的で，歌や手遊びを最初に持ってくる O つまり，
幼稚園からの流れを考えると，体育の次の2校時目の初
めに，歌や手遊びを取り入れることが有効であるといえ
よう O
4. 2.新たな教育環境への適応を図る
仙台市のスタートカリキュラム作成のポイントでは，
第2校時目は生活科の「学校たんけんjである。ここで
は，新たな教育環境への適応をねらいとして，合科的な
活動を実施して時間にゆとりがもてるようにしている。
その上で，小学校での生活をスムーズに送るため， トイ
レなどの使用方法について説明することとしている。
この時に大切なことは，説明する内容である。つまり，
ただ単に使い方を説明するだけでは，児童は混乱するこ
とになるO 実際に，今回のインタピューで児童に表2の
(12)の質問をしたところ，以下のような回答を得た。
「幼稚園の時は，掃除は，川の掃除とか，部屋なんか
の掃除はあまりせんくて，一回紙をもらって，紙があっ
て，それになんか丸があって，マリリンとか，ポケモン
のやっとか， ドラゴンボールのやっとかがな，マークが
ついとって，それ全種類したらええねん。」
つまり，幼稚園では部屋を掃除しなくてよかったが，
小学校では自分たちで掃除をしなくてはならなくなり，
掃除の仕方やその評価などが変わったことに対してとま
どいを感じているのである O さらに，幼稚園と小学校の
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細かな違いについて述べている児童がいた。すなわち，
「プールはえっと，幼稚園に，タオルを置いとーまま，
いった。それで，その聞に，それ帰ってきたら，着替え，
拭いて，着替えんねん。」と。
この児童は，プールの時間のタオルの置き場所といっ
た細かい生活習慣上のルールの違いに関して述べている O
同じような活動があっても，手順が異なっていることな
どが，児童にとっては意外な負担となっているのである。
以上のことからも，児童はタオルの置き方などといった
些細なことにも違いを感じているといえる。
したがって，小学校で教育を行う場合，それぞれ個々
の活動は常に就学前の幼稚園の経験と比較されるもので
あり，そこに違いがあった場合，児童は，明らかに変化
や段差として捉えられるものであるといえよう。
つまり，新たな教育環境への適応を図るために， トイ
レなとミの使用方法や着替え 給食の配膳や下膳の仕方な
どを説明する時には，幼稚園との違いを正確に把握し，
「幼稚園での活動ではこうだ、ったけれど，小学校ではこ
うだよjといった言葉掛けが必要であろう。そのために
も，幼稚園で行われてきたことを把握しておくことが重
要であり，例え把握出来ていない場合でも，児童に幼稚
園で行われていた内容を聞き出したりしながら説明する
ことが最低限必要であるといえよう O
次に， 2校時目は，新たな教育環境への適応をねらい
として，合科的な活動にして時間にゆとりがもてるよう
にしている O 小論では， 4. 1.の最後で先述したが，
「学校たんけん」で初めに持ってくるべき内容は，歌や
手遊びであろう O そのため，生活科と音楽などとの合科
的な活動を取り入れることが望ましいといえる。そして，
数週間これらの内容を繰り返し行いながら，徐々に教科
的なものなどを取り入れ小学校の新たな教育環境に適
応させていくことが必要であるといえよう。
なお，教科に繋げていく際に重要なことは，子どもが
不安にならないような簡単な内容で行うことであろう O
それは，児童に表2の(12)の質問をしたところ，勉強
に関する不安を述べている児童がいることからも明らか
である O すなわち， I勉強大丈夫かなと不安だ、った。簡
単だなと思ってたけど，難しいとこもあったからどうし
ょうかなと思った。jと。この児童は，表2の(6 )の
質問で， I学習。足し算とか。Jと答えているO このこと
からも，勉強に関する不安はないように思えるが，先ほ
どの回答からは，完壁主義で少しでもわからないところ
があると不安になるようであるO このような児童は，比
較的スムーズに教科に適応していくため見逃しがちであ
るが，こういった不安が重なっていくと不満となり，勉
強に対する意欲を低下させることに繋がる可能性もある O
このことからも簡単な内容から入ることはもちろん，完
壁主義の児童には十分注意し，配慮することが必要で、あ
子どもの視点を取り入れたスタートカリキユラムの開発
るといえよう O
4. 3.スタートカリキュラムの作成
以上，カリキュラム作成にあたり子どものインタピ、ュー
を基に，様々な重要点が見出された。そこで，以下では
これまでに指摘した重要点を踏まえて，スタートカリキユ
ラムを作成したい。なお ここでいうスタートカリキュ
ラムの作成とは，小学校入学期の時間割を中心とした週
案を考案することとする O
まず， 1校時目に持ってくるべき教科は体育であると
いえよう。 4. 1.で前述したように，体育では，鬼ごっ
こやサッカー，ジャングルジムなど，身体的な活動を行
い，ルールを守って遊びを展開していく活動をすること
で「知らない人への不安jを取り除くものであるO
次に， 2校時目と 3校時目には，新たな教育環境への
適応をねらった合科的な活動を行い，幼稚園で行われて
きたような，歌や手遊びを取り入れ，児童の興味を引き
付けてから学校探検に向かうことが必要である。そのた
め，生活科と音楽，もしくは生活科と学級活動の合科的
な活動とし，小学校生活への円滑な導入を図ることが重
要であるO
第2週目 1日目の l校時目も，体育から入り，幼稚園
に近い流れで行うことが必要であろう。その上で， 2日
目からは，集合ゲームや体育で取り入れているリズム遊
びなどといった設定保育に近いものを行い，徐々に児童
のリズムを小学校のリズムに変えていくことが必要で、あ
る。さらに， 2週日からは，国語や算数も徐々に取り入
れて行くが，この時には簡単な内容から初め，完壁主義
の子どもには個別で対応する必要で、あろう。
これらの内容を考慮に入れて仙台市のスタートカリキュ
ラムのポイントを手がかりとして，スタートカリキュラ
ムを作成すると，以下の表3と表4のようになろう。
表3 第1週目のスタートカリキュラム
~ 時間 4月O日(木) 4月O日(金)
8 : 45。ゲーム 。ゲーム
l ~ リズム遊び リズム遊び
9 : 30 <体育 1> <体育 1>
9 : 40。歌・手遊び 。歌・手遊び
2 ~ 学校たんけん① 学校たんけん②
10 : 30 幼稚園での習慣を把握 幼稚園での習慣を把握
10 : 45 し， トイレなど回る。 し，廊下などを回る。
3 ~ <生活 1> <生活 1>
1 : 30 <学活 1> <学活 1>
1 : 40 ~ ~ 4 12 : 20 
教科別 体育1 体育1
時数 生活1 生活1
学i舌1 学活1
5. まとめ
本研究では，就学前後の子どもへの縦断的なインタピュー
を行い，実際の幼児や児童が発した言葉と照らし合わせ
ながら，仙台市スタートカリキュラム検討委員会によっ
て作成された「仙台市スタートカリキュラム作成の指針」
を手がかりとして，子どもの視点からのスタートカリキュ
ラムを開発した。以下では，本研究で得られた知見を要
約し，まとめとしたい。
仙台市のスタートカリキュラム作成のポイントでは，
第 l週目の l校時目は，学年合同で音楽の時間として，
歌と手遊び、としていた。しかし，幼児へのインタピュー
と児童へのインタピューから，幼児の不安内容は「知ら
ない人jであり，児童になってからも不安が持続してい
表4 第2週目のスタートカリキュラム
ぽ 時間 4月O日(月) 4月O日(火) 4月O日(水) 4月O日(木) 4月O日(金)
8 :45 。ゲーム 。リズム遊び 。集合ゲーム 。ゲーム 。仲間作りゲーム
~ リズム遊び リズム遊び
9 : 30 <体育 1> <学活1> <学活 1> <体育 1> <生活 1>
9 :40 学校たんけん 学校たんけん 学校たんけん 学校たんけん 学校たんけん
2 ~ ③ <生活1> ④⑤ ⑥ <生活 1> ⑦ <生活 1> ③ <生活 1>
10 : 30 廊下，学校 <生活2> -仲間，場所 -仲間，もの -名刺，何枚?
10 : 45 見つけたもの -並び方 見つけたもの「はい， 見つけたもの くまさんのなみだ(友
3 ~ 「はいです。J -校庭探検 ~です。j 「絵で表すj 情)
1 : 30 <国語1> -遊具の使い方 <国語1> <国語1> <道徳 1>
1 : 40 みんなで給食 見つけたもの すうじ すうじ 1年生を迎える会
4 ~ -給食指導 「はいです。j -算数セット -算数セット
12 : 20 <学活 1> <国語1> <算数1> <算数1> <児童会 1>
/ 教科別
体育l 学活1 学活l 体育l 学活1
時数
生活l 生活2 生活l 生活l 算数1
道徳l
国語1，学i舌l 国語l 国語1，算数l 国語1，算数l 児童会l
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資料1 仙台市スタートカリキュラム作成の指針 (p.l0)
週のねらい(テーマ)の設定
.ステップ3で整理した「見に付けさせたい力」
から，その週を見通した週の 「ねらし、」を設定
します。.1週間のテーマとして，子どもにも分かりや
すい言葉で示すと，子ども達も 「週のめあて」
を意識して学習に取り組むことができます。
幼児教育からの連続性に配慮
・幼児教育でなじんだ活動を取り入れること
で，安心感が生まれます。
・年長児になると手遊びなどでは，満足できな
いことも多いようなので，幼稚園や保育所で親
しんだ歌や遊びなどの情報を収集しておくこと
が大事です。
生活科の『学校たんけん』による導入
・小学校生活に慣れていない児童の実態に配慮
し，1単位時間1教科の学習ではなく，生活科を
中心とした，新教育環境への適応をねらった合科
的な活動 「学校たんけん」などを行い，子どもに
とって身近な学校の施設に触れさせながら，小学
校生活への円滑な導入を図ります。
たO そして，幼児の小学校への期待は 「身体的な活動」
であったことや幼稚園での自由遊びから始まる習慣を考
慮、に入れると，身体的な活動を通して新しい友達作りが
出来るように 1校時目は体育を持ってくることが妥当と
いえよう O
また， 2校時日は生活科の 「学校たんけん」による導
入となっていたが，ここでも，幼稚園からの流れを考え
ると，最初に手遊び、などを行った上で， 小学校で、の生活
をスムーズに送るため， トイレなどの使用方法について
説明したい。この時に大切なことは，児童は幼稚園との
些細な違いを感じるため 幼稚園で行われてきた内容を
把握した上で，使用方法を説明することが重要である O
これらのことに注意しながら，幼稚園からの生活の流
れに沿うようにスタートカ リキュラムを開発することが
必要で、あるといえよう。
なお， 小論では，全国に先がけて，先導的にカ リキュ
ラム開発を行った仙台市を手がかりとして検討したが，
他地域でのカ リキュラムについても検討は必要であり，
これらについては筆者の今後の課題としたい。
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1校時目は，学年合同で.校時目に，みんなで集まることによって，
他のクラスの子ども達との交流が生まれます0
・学年の先生全員を，自分達の先生として意識
させることができます。
• 100タイム」など，子どもにも親しみやす
い名前を付けておくとよいでしょう。
複数の目で見守る体制を
・学校での生活をスムーズに送るために必要
な， トイ レの使い方， 着替え，給食の配膳や下
膳の仕方などは，一人一人の子どもに配慮しな
がら，担任一人で行うことは難しいものです0
・年度当初は，少人数指導の先生の協力を得た
り生活学習サボーター」制度の活用を計画
したりするなどして，複数の目で見守る態勢を
整えるとよいでしょう。
〔註〕
1)朝日新聞社会部(1999)学級崩壊，朝日新聞社，
pp.3-4. 
2)大阪府人権教育研究協議会 (2009)大阪の子どもた
ち~子どもの生活白書2008年度版 大阪府人権教育
研究協議会， 文部科学省.pp.28-29. 
3)中島巌(1980)幼小の関連に関する実態調査， 初等
教育資料，文部科学省.pp.1l-13. 
4 )武石仁美 ・福田啓子・ 橋口英俊(1985)幼稚園教育
と小学校教育の関連について (皿) 幼小実習後の調
査結果を中心に ，第38回大会日本保育学会発表論文
集.pp.230-231. 
5 )長谷部比巨美 (2004)保育者をめざす学生の幼保小
連携に関する意識一 「小一プロブレム」の背景要因に
ついての自由記述から ，子ども発達教育研究センタ一
紀要，第I号.pp.43-52. 
6)岸野麻衣 ・武藤隆 (2007)幼児教育と生活科教育の
特徴と相違 :幼小連携に向けて，教育 ・福祉研究セン
ター研究年報，第12号.pp.41-50. 
7)文部科学省 (1989)小学校学習指導要領.
8)藤田静作 (2006)就学前教育と小学校聞の段差低減
化及び交流，連携に果たす生活科の役割 :秋田県下の
子どもの視点を取り入れたスター トカリキュラムの開発
資料2 仙台市スタートカリキュラム作成の指針 (p.l1)
週ごとのテーマの設け方
・新しい環境に適応する際に，子ども達は，入学直後の学校の教室配置や校庭，遊具などの物理的な環
境→先生や友達などの対人的な環境→学習内容や学習形態などの社会的・文化的な環境への適応という
階段を踏むと考えられます。
.子ども達が小学校生活に徐々に適応することができるように，1・2週日 「はじめまして学校」→3・
4週日 「はじめましてともだちJIはじめましてせんせしリ→5週日以降 「がっこうだし、すきJIこれか
らのぼく ・わたいというような対象への気付き」から 「自分自身への気付き」へと至る週のテー
マを設定していくことがポイントとなりますの
安心感をもたせる時間割の工夫
.学校の時間割に沿い毎時間変わる教科学習は， 子ども
にとって，幼稚園や保育所では経験していなかった活動
なので，適応には時間がかかります。
・この時間帯に，毎日学校探検を設定し，同様のパター
ンを繰り返すことにより，リズムが生まれ， 安心感をも
たせることができますハ
生活科を軸とした合科的・関連的指導
・入学直後は， I学校たんけんjを通して，教室配置
や学校生活のルールやマナー，友達や先生とのかかわ
りなど，小学校生活に関心をもたせる活動を取り入れ
るとよいでしょう 。
・活動が，教室から校舎，校庭へと広がっていくよう
に学校たんけんを計画します。
.たんけんで見つけたものを表現する活動では，他教
科との合科的な活動を意識してカリキュラムを作成し
ます。
小学校を対象とした悉皆調査を基にして.せいかっか
&そうごう.第13号， pp.56-63. 
9)文部科学省 (2008)小学校学習指導要領解説・生活
編， p. 9 
10)本研究では， I子ども」は，幼児と児童との両方を
述べる時に使用する。なお， r幼児jは幼稚園に通っ
ている者， r児童jは小学校に通っている者とする O
11) Dawn Sanders， Gabrielle White， Bethan Burge， 
Caroline Sharp， Anna Eames， Rhona McEune and 
Hilary Grayson (2005) A study of the Transition 斤'om
the Foundation Stage to Key Stage 1. Sure Start， 
National Foundation for Educational Research. pp. 41-
54 
12)進野智子・小林小夜子 (2000)幼稚園から小学校へ
の移行に関する発達心理学研究皿，長崎大学教育学部
紀要 教育科学 ，第59号， pp.53 -68. 
13)小学校学習指導要領 (2008)丈部科学省.
14)国立教育政策研究所センター (2005，幼児期から児
童期への教育，ひかりのくに， p.35. 
15)河崎道夫 (2008)あそびのちから 子どもと遊ぶ保
育者の仕事，ひとなる書房
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友達づくりに対する配慮
・複数の幼稚園，保育所から入学してく
る学校では，毎日， 学年での活動場所に
集まろうとします。みんなで活動するこ
とで，少人数の幼稚園や保育所から入学
する子どもの友達づくりに対する不安を
解消させることができますハ
週のまとめになる金曜日
・週末の金曜日が，その週のテーマのま
とめになるような，合科的な指導を行う
と，学校生活では，1週間ごとのサイク
ルで学習していることが，自然に身に付
きます。
・2週日ごろから， 金曜日に，計画的に
週のまとめの学習を取り入れていくと，
教科学習への移行がスムーズに行われて
いきます。
16)加用文男(1990)子ども心と秋の空一保育の中の遊
ぴ論，ひとなる書房.
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